
2026年8月19日

2027年3月期第1四半期 決算説明資料

東証プライム市場：1379



1. 2027年3月期第1四半期 決算報告

2. 北米事業の展望

3. 参考資料

1. 2027年3月期第1四半期 決算報告

目次

2



2027年3月期第1四半期 決算ハイライト
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1Q業績は黒字幅拡大。北米事業成長への基盤構築が進展

国内事業

海外事業

国内はきのこ単価好調により増収増益

• マーケティング活動が功を奏しきのこ単価が好調に推移し売上増
• 中東情勢の影響は限定的。コスト低減施策の進捗により製造コスト抑制

北米事業の拡大に向けた成長基盤を着実に構築
• 米国第２工場の計画は順調に進捗
• 当社が主軸とするブナシメジ・エリンギ・マイタケ市場は引き続き伸長
• 同市場において、中計達成を目したロードマップ（後述）に沿って営業体制の

強化を推進中

株主還元 • 2027年度の中間配当は10円を予想（前回予想から変更なし）



2027年3月期第1四半期 連結決算（前期比）
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新規開拓・エリア戦略等の推進やマーケティング活動が奏功したことにより、
国内のきのこ価格は堅調に推移し、売上高、営業利益ともに前年を大きく上回った。

(百万円)

2026年3月期

第1四半期

2027年3月期

第1四半期
前期比増減額 前期比増減率

売上高 18,524 19,343 818 4.4%

売上総利益 4,368 4,645 277 6.4%

売上総利益率 23.6% 24.0%

販管費 4,191 4,227 35 0.9%

営業利益 176 418 241 136.8%

営業利益率 1.0% 2.2%

経常利益 147 777 629 426.1%

経常利益率 0.8% 4.0%

当期純利益 1,358 452 △905 △66.7%

当期純利益率 7.3% 2.3%

一株当たり利益 43.43円 14.44円



176

△ 208

△ 333

△ 10
△ 64

418

2026年度1Q
売上増

労務費
その他 売上原…

販促・広告費増
人件費増

その他 販売費…
2027年度1Q

2027年3月期第1四半期 営業利益の増減要因

中東情勢の影響はあったもの、国内きのこの堅調な価格維持や化成品事業での価格改
定による収益性の確保等によりカバーし、営業利益は前年比2億円のプラスとなった
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・SNSプロモーション強化：△0.1億

・国内きのこ：+3億円
・化成品：+4億円

2026年度
1Q

売上 2027年度
1Q

労務費 販促・
広告費

その他販売
費及び一般
管理費

人件費その他
売上原価

+818

+39

（単位：百万円）



2027年3月期第1四半期 セグメント別サマリー （前期比）
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11,274 11,790 12,095

25/3 26/3 27/3

185 

456 
673 

25/3 26/3 27/3

1,911 1,822 1,820

25/3 26/3 27/3

1,732 1,674
1,779

25/3 26/3 27/3

2,907 3,237
3,647

25/3 26/3 27/3

271 231 

82 

25/3 26/3 27/3

13 16 
39 

25/3 26/3 27/3

加工品事業 化成品事業

海外きのこ事業国内きのこ事業

売上高

売上高

売上高

売上高

営業利益

営業利益

営業利益

営業利益

 営業戦略の推進や、マーケティング活動の奏功
によりきのこ単価が堅調に推移し増収増益

 アメリカでの主要顧客の入札不調に加え、
マレーシアの不調も影響し減収減益

 主にアーデンにおいて、5月までは得意先からの
受注に苦戦したものの、6月に大幅回復し増収増益

 中東情勢の影響もある中、安定供給と価格
改定に注力し、収益確保に努めたことで増収増益

（単位：百万円）

64 107 
188 

25/3 26/3 27/3
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当社の競争優位

研究開発を起点に、栽培資材・全国生産網・直接販売網を一体運営することで、
高品質・安定供給・高生産効率を実現

国内トップシェアを支える
事業基盤

競争優位の源泉

研究開発

生産

販売

高品質・高収量を実現する研究開発力
✓ブナシメジ、エリンギ等を開発・普及
✓品種開発から量産体制構築まで一体推進

高品質なきのこを日本全国・海外へ
安定供給する生産基盤
✓ 国内33拠点＋海外を展開
✓ 全国で均一品質・安定供給を実現

市場ニーズを商品化につなげる
販売ネットワーク
✓全国200社超の小売企業と直接取引
✓消費者の声を研究開発・生産へ還流

栽培資材・加工機能も内製

高品質

安定供給 高生産効率

研究開発～販売の
一体運営



当社の国内シェア(2025年3月期)
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ブナシメジ エリンギ マイタケ

国内総生産量 国内総生産量 国内総生産量

117,536 t 34,639 t 56,609 t

35.8%

64.2%

当社

46.3%
53.7%

当社
その他

26.5%

73.5%

当社

その他
その他

当社は主力の３種において圧倒的シェアを有し、マーケットリーダーとして市場を牽引



2027年3月期1Q 国内きのこ種別生産量・単価の推移

生産量の推移（1,000t） 主要アイテムの単価推移（指数）

60

80

100

120

140

24/3 25/3 26/3 27/3

需要予測に基づく生産調整とエリア戦略の推進により生産量を維持しつつ安定的な
単価向上を実現

マイタケ エリンギ ブナシメジ（ブナピー含む）

9.9 9.8 9.7 9.6

4.2 4.0 3.9 3.7

3.5 3.5 3.5 3.3

24/3 25/3 26/3 27/3

0.5

0.6

0.5

0.5

0.4

0.7

0.5

0.7

18 18 18
17

霜降りひらたけ 生どんこ

マイタケエリンギブナシメジ
（ブナピー含む）



2027年3月期第1四半期 海外きのこ事業（前期比）
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2026年3月期

第1四半期

2027年3月期

第1四半期
前期比増減額 前期比増減率

売上高 708万$ 607万$ △100万$ △14.2%

営業利益 89万$ △25万$ △114万$ －

為替 144.81 162.39

売上高 134百万NT$ 135百万NT$ 1百万NT$ 0.8%

営業利益 18百万NT$ 18百万NT$ 0百万NT$ △0.3%

為替 4.96 5.10

売上高 349万RM 336万RM △13万RM △3.8%

営業利益 △69万RM △85万RM △16万RM －

為替 34.26 40.09

アメリカ

台湾

マレーシア

アメリカでの主要顧客向け販売の縮小に加え、マレーシアの不調も影響し減収減益



2027年3月期1Q 海外・国別きのこ種別生産量・単価の推移

27/324/3 25/3

568 501 481

26/3

471
188

175

203

154

172

174

144

143

193

146
145

179

生産量の推移（単位：t） 単価の推移(指数)

アメリカは販売量を維持しつつも入札不調により1Q単価は減少傾向。
東南アジアは単価維持しつつ販売量強化に向けた施策を実施中

アメリカ

台湾

東南
アジア
（マレー

シア拠点）

737

27/3

770

24/3

722

25/3

745

26/3

198

27/3

180

24/3

184

25/3

100
126

26/3

マイタケ エリンギ ブナシメジ（ブナピー含む） マイタケ¹ ブナシメジ（ブナピー含む）エリンギ

80
100
120
140

24/3 25/3 26/3 27/3

110

112 117
121

114
103

112
115

80
100
120
140

24/3 25/3 26/3 27/3

101
101
105

98
110

124

80
100
120
140

24/3 25/3 26/3 27/3

107
99 105

115
100
107

注1 ： 台湾と東南アジアのマイタケは日本からの輸入

113



中東情勢の影響が製造コスト面に若干出たものの、国内のきのこ単価が好調に推移し、

販管費も抑制できたことにより、売上高・営業利益ともに計画を上回った
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2027年3月期第1四半期 連結決算（計画比）

(百万円)

期初計画
2027年3月期

第1四半期
計画差 計画比増減率

売上高 19,141 19,343 202 1.1%

売上総利益 4,475 4,645 170 3.8%

売上総利益率 23.4% 24.0%

販管費 4,506 4,227 △278 △6.2%

営業利益 △31 418 449 －

営業利益率 △0.2% 2.2%

経常利益 146 777 631 432.7%

経常利益率 0.8% 4.0%



2027年3月期第1四半期 セグメント別概況（計画比）
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(百万円)

期初計画
2027年3月期

第1四半期
計画差 計画比増減率

売上高 11,948 12,095 146 1.2%

営業利益 250 673 422 168.9%

売上高 2,069 1,820 △248 △12.0%

営業利益 209 82 △126 △60.4%

売上高 1,803 1,779 △24 △1.4%

営業利益 4 39 35 863.9%

売上高 3,319 3,647 328 9.9%

営業利益 122 188 66 54.4%

国内きのこ事業

海外きのこ事業

加工品事業

化成品事業



2027年3月期第1四半期 海外きのこ事業（計画比）

14

期初計画
2027年3月期

第1四半期
計画差 計画比増減率

売上高 720万$ 607万$ △112万$ △15.6%

営業利益 36万$ △25万$ △62万$ －

為替 156.60 162.39

売上高 160百万NT$ 135百万NT$ △25百万NT$ △15.7%

営業利益 32百万NT$ 18百万NT$ △14百万NT$ △44.2%

為替 4.90 5.10

売上高 360万RM 336万RM △23万RM △6.6%

営業利益 △117万RM △85万RM 31万RM －

為替 39.70 40.09

台湾

マレーシア

アメリカ



株主還元
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19/3 20/3 21/3 22/3 23/3 24/3 25/3 26/3 27/3(予)

DOE 1株当たり配当金

2027年度の年間配当は以下の株主還元方針に従い、2026年度比で7円増配となる
62円を計画。中間配当は10円を予想

株主還元
方針

① 必要な内部留保を確保しつつ、安定した配当の継続に努める
② DOEを2029/3期に3.5％とすることを目標に配当
③ 内部留保は将来の成長に不可欠な戦略投資に優先的に投下

（円） （%）
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米国市場における想定顧客
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これまでの喫食人口の増加は、きのこをよく食べるハイエンド・アジア系セグメントの人口増加
によるものであり、本セグメント中心にマス層へもリーチを広げる

居住地域

ハイエンド

アジア系

マス

低喫食者

セグメントの定義 喫食人口割合増加の背景

世帯収入
1人あたり

喫食量

大都市 $150,000~
多い

(月2回以上)

大都市
$50,000~
$150,000 少ない

(月1~2回)
郊外~地方 ~$150,000

大都市 ~$50,000
非常に少ない
(月1回未満)

郊外~地方 ~$150,000

ー ー
多い

(月2回以上)

供給側 需要側

西部・北東部以外の
大都市ハイエンド
スーパーへの
流通量増加

各地域の、ハイエン
ド・大衆・アジア系
スーパーへの流通量
増加

他のハイエンド層
のSNS投稿が需要
を喚起

ー
（文化として喫食
する習慣がもとも
と存在する）

大都市の大衆スー
パーや、郊外~地方
のハイエンドスー
パーへの流通量増加

ー ー

喫食人口の推移

総人口 喫食人口割合×

テレビ番組や友人
からの勧めが需要
を喚起

出所：「米国消費者サーベイ」・「US Census」から、弊社作成



米国における市場機会
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消費者の喫食意向は高いものの、売り場に無いが故の購買機会の不足が目立つ状況。
当社は営業強化による配荷拡大及び第２工場の稼働開始により、同市場機会を刈り取る

出所：米国消費者サーベイから弊社作成

17%21%61%全体

12%7%81%ハイエンド

7%24%69%アジア系

13%17%70%マス

22%27%52%低喫食

減らしたい同じでいい増やしたい

30%70%全体

19%81%ハイエンド

20%80%アジア系

28%72%マス

36%64%低喫食

「スーパーに置いていない」を選択

需要（≒消費者）の意向

※セグメントの定義
– アジア系以外
– ハイエンド：大都市・高所得者
– マス：大都市・中所得者、もしくは郊外～地方・高所得者
– 低喫食：上記以外

– アジア系

ぶなしめじ等の今後喫食量を増やしたいか 喫食量を増やしたい場合、想定される制約はあるか

営業強化・配荷拡大により
アプローチ



当社の米国市場における評価
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米国市場において、当社のきのこは品質を評価され、高単価の小売店を中心に販売を拡大
中

$0 /100g

$2 /100g

$6 /100g

$4 /100g

アジア系
スーパー

ハイエンド
スーパー

各スーパーのぶなしめじ小売価格のイメージ

Nijiya

99 Ranch Market

Zion

Whole Foods

Erewhon

Trader Joe’s

米国大手青果卸
調達・営業担当

新鮮さ

味

オーガニック認証

価格

その他

28%

26%

13%

25%

9%

購入する際に最も重視する要素

新鮮さを評価

味を評価

オーガニック認証を評価

価格を評価

他社と変わらない

ホクト劣位

ホクトを知らない

17%

18%

15%

9%

9%

5%

28%

当社きのこに対する評価

– ホクトは品質の高さでバイヤーの
間で非常に有名である

– 健康・美食意識の高い消費者にも
ホクトは高く評価されている

消費者は購入の際
に品質を最重視

当社のきのこは
バイヤーからも
品質を高く評価

されている

品質重視：

67%

当社の
品質を評価：

50%

当社のきのこは
消費者に

品質を高く評価
されている

ホ
ク
ト
優
位

出所：米国消費者サーベイ・関係者ヒアリングから弊社作成

販売拡大している小売店



米国における配荷済み小売りチェーン例
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高級スーパー、アジア系スーパーチェーンを中心に販売を拡大中

概要 店舗・売り場写真（黄色枠内がホクト製品）

• 自然食品とオーガニック
商品を多く取り扱う人気
スーパー

• 全米608店舗中、306店
舗にてホクト製品をPB

商品として販売中

• ロサンゼルスに拠点を
置く高級スーパーで高所
得者層に人気

• カリフォルニア州に11店
舗あり、全店舗でホクト
商品販売中

• 全米展開のアジア系人
気スーパー。アジア食材
と新鮮な青果が豊富

• 全米112店舗中70店舗
でホクト商品販売中



今後の拡販余地の見立て
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190億ドル

230億ドル

140億ドル

72億ドル

開拓済

ハイエンドスーパーの地域別規模に対する当社開拓済みスーパーの合計売上高

出所：Chain Sore Guide「Grocery Market Share」から、当社作成

全米約750億ドルのハイエンドを中心とした小売り店舗のうち、既に開拓済みの市場規模は
10%にも満たず、Hopeの米国市場における拡販余地は十分に存在

既存工場
新工場

ハイエンド小売店は
直販へ切り替え関係
性強化・収益性向上

中部・東部は大手きのこ
メーカーと卸経由で拡販

120億ドル

生産・販売拠点の確保
（M&A/アライアンス）



米国事業拡大の計画進捗
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中期経営計画における海外事業売上154億円、営業利益27億円という目標に向けて、
米国第２工場建設を推進すると共に営業体制を強化中

42 44 49
65 78

115
142

163

売上  
(億円)

営業
利益  

(億円)

HKC
営業
(人)

販売量 
(t) 1,989 1,940 1,991 2,185 2,401

3,285 3,835 4,385

4 3 6
14 19

31
42

59

2
3

5
6

7 7 7 7

25/3 26/3 27/3 28/3 29/3 30/3 31/3 32/3

新工場
稼働開始

新工場
フル稼働

注：27/3期以降の為替前提は1ドル160円

マイタケ

エリンギ

ブナシメジ
 (ブナピー含む)

現工場稼働率100%に到達
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中期経営計画

25/3期
（実績）

2029年3月期に売上1000億円、営業利益100億円の達成を目指す

売上高（連結） 営業利益（連結）

27/3期

599520

78

15474

120

24/3期
（実績）

551

155

77
81

121

29/3期
（計画）

国内きのこ

海外きのこ

92
化成品

794 831

1,000

28/3期

加工品

+141

（億円） （億円）

69

11

27/3期

△20

28/3期

7

3

6

27

85

△25

29/3期
（計画）

国内きのこ

海外きのこ
8 2

2

39

24/3期
（実績）

全社費用

加工品

31

66

100

△22

3

化成品

+30859
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参考：東京都中央卸売市場、市場取引情報より

(参考)ブナシメジ 市場取引価格の推移

25

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2024年度 471 433 406 362 367 476 535 604 715 660 523 494

2025年度 456 446 422 376 385 423 484 622 632 562 495 409

2026年度 421 445 425
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(参考)ブナシメジ 市場販売量の推移

26参考：東京都中央卸売市場、市場取引情報より

年間
販売量

6,528,941

6,193,415

1,329,074

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2024年度 524,047 550,738 501,797 472,643 506,322 578,585 653,417 600,727 557,566 507,922 545,553 529,624

2025年度 502,476 485,332 453,870 447,737 437,420 588,166 626,762 514,931 545,377 490,809 529,656 570,879

2026年度 472,314 435,436 421,324
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参考：東京都中央卸売市場、市場取引情報より

(参考)エリンギ 市場取引価格の推移

27

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2024年度 558 570 506 491 575 656 715 741 730 750 718 604

2025年度 536 556 512 472 539 561 635 703 609 674 676 486

2026年度 469 587 504
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(参考)エリンギ 市場販売量の推移

28参考：東京都中央卸売市場、市場取引情報より

年間
販売量

1,837,208

1,921,580

478,848

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2024年度 179,605 149,546 154,387 140,347 145,912 153,267 169,323 156,701 158,346 135,882 127,450 166,442

2025年度 163,952 153,015 147,030 141,035 137,825 181,137 194,512 155,134 177,908 143,491 130,602 195,939

2026年度 177,565 140,778 160,505
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参考：東京都中央卸売市場、市場取引情報より

(参考)マイタケ 市場取引価格の推移

29

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2024年度 669 615 529 443 676 896 1032 1058 1048 989 910 851

2025年度 706 577 487 583 763 841 921 961 946 954 875 722

2026年度 630 663 692
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(参考)マイタケ 市場販売量の推移

30参考：東京都中央卸売市場、市場取引情報より

年間
販売量

2,393,475

2,298,062

505,301

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2024年度 203,923 202,413 199,016 197,773 162,052 202,174 241,773 227,529 206,744 191,712 180,895 177,471

2025年度 180,594 196,547 187,529 161,936 135,890 205,352 234,353 221,230 226,463 180,362 170,889 196,917

2026年度 185,667 171,962 147,672
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マーケティング活動が奏功しきのこの単価は好調

31

当社前年対比 当社計画対比

ブナシメジ

（ﾌﾞﾅﾋﾟｰ含む）
102.8% 101.8%

エリンギ 108.5% 102.8%

マイタケ 107.5% 105.0%

霜降りひらたけ 105.7% 103.9%

2027年3月期1Q 国内きのこ事業（平均販売単価の比較）



生産量はほぼ計画通り

32

2027年3月期1Q 国内きのこ事業（生産量の比較）

当社前年対比 当社計画対比

ブナシメジ

（ﾌﾞﾅﾋﾟｰ含む）
99.4% 100.2%

エリンギ 93.9% 97.6%

マイタケ 94.9% 100.3%

霜降りひらたけ 110.7% 101.2%



HOKTO KINOKO COMPANY

北米でのきのこ生産・販売

台灣北斗生技股份有限公司

台湾でのきのこ生産・販売

ホクト産業株式会社

化成品の製造・販売

株式会社アーデン

レトルトパウチ食品の製造

HOKTO MALAYSIA SDN.BHD.

ホクトグループの概要

33

所  在  地  長野県長野市

代  表  者  代表取締役社長  水野雅義

証券コード     1379

上場市場        東京証券取引所プライム市場

発行済株式数  33,359,040株  

時価総額   60,980百万円

株主資本   59,994百万円  

従業員数   4,086人              

主要事業   きのこの生産・販売  

東南アジアでのきのこ生産・販売

（2026年3月末時点）

株式会社サン・メディカ

Mushroom Wisdom,Inc,

PT HOKTO INDONESIA MATERIALS

（2026年6月末）



ブナシメジ

56%

19%

19%

7%

エリンギ

マイタケ

その他

セグメント きのこ生産量

ホクトグループの売上構成（2026年3月期）

34

連結売上高
国内きのこ事業

65.3%海外きのこ事業

9.6%

9.3%

加工品事業

15.8%

化成品事業

85,915百万円

生産量

83,925t



IRに関するお問い合わせ

財務本部 広報・IR室

TEL：026-259-5955
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